
大会結果久米島ゴールデンキングスメンバー １回戦　8月19日（火）

２回戦　8月19日（火）

準々決勝　8月20日（水）
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■ 選手

■ マネージャー

■ スタッフ

村吉　 琉堂  ・
國吉　 空曖  ・
久手堅 絆心  ・
小橋川 湊亜  ・
儀間　　 聖  ・

宇根　 美羽

監　督
宮國　 稔基  ・

コーチ　
當間　 秀樹  ・

帯同審判員　
中原 大二郎

仲宗根 瑞樹  ・
島袋　 大門  ・
上里　 琉悟  ・
内間　 翔李  ・
安村　 雄紀  ・

大城　 翔琉
天久　 舶磨
安里　　 楓
棚原　 日埜
末吉 泰一郎

　9月23日（火）、第16回全国離島交流中学生
野球大会（通称：離島甲子園）宮古島大会
（8/18 ～ 22）に出場した「久米島ゴールデン
キングス」の選手たちによる大会報告会が開催
されました。
　「久米島ゴールデンキングス」は球美中学校
と久米島西中学校の生徒16名で構成され、監
督、コーチ2名の指導のもと大会に挑みました。
1回戦・2回戦は見事勝ち進みましたが、準々
決勝で惜しくも敗れ悔しい結果となりました。
　報告会では、大会中の様子を収めたビデオで

大会を振り返り、選手一人ひとりが作文で大会を通して学んだことや、支えてくれた監督・コーチ・保護者
などサポートしてくれた方方々への感謝の気持ちを発表しました。キャプテンを務めた儀間聖さんは「結果
は悔しかったいけど、あらためて野球の楽しさを感じました。キャプテンとして学ぶことも多く、良い経験
になりました。支えてくれた両親や監督コーチ、応援してくれた皆さまに感謝しています。今回の経験を今
後の野球人生に生かし、人としても成長していきたいです。」と力強く語りました。
　島を代表して戦った経験は、彼らのこれからの大きな糧となることでしょう。

　７月23日から８月13日までの22日間、久米島西中学校２年の
木下さらさんと球美中学校２年の比嘉希さんが、カリフォルニア
州ランチョコルドバ市へ海外ホームステイ研修生として派遣され
ました。9月24日（水）、２人は町長を表敬訪問し体験を報告し
ました。「親元を離れての初めての旅は不安でしたが、仲間達、
ホストファミリーとの時間を過ごし不安がなくなった。また直ぐ
にでも帰りたい！」と笑顔で報告。両校の校長も同席しているな
かで「私が行きたかったです」と終始和やかに報告ができました。
　町長からは「この体験と学び、出会った仲間達との時間をしっ
かり後輩に伝えて、これからの糧として沢山活かしてほしい。“楽しかった・また行きたい”が最高の言
葉です。」と今後の二人の活躍に期待し激励の言葉が贈られました。
　２月開催予定のヤングフェスティバルでは、二人の体験を発表する予定です。自信がついた今回の経
験で、のびのびと学びの成果が出せるように日々の学校生活と準備に励んでいます。

学びと出会いにあふれた22日間のアメリカ体験学びと出会いにあふれた22日間のアメリカ体験
海外ホームステイ派遣事業の報告

久米島ゴールデンキングス離島甲子園報告会
仲間と挑んだ夏の舞台仲間と挑んだ夏の舞台

久米島町町民運動会久米島町町民運動会

　「のばせ体力・深めよ町民の和」をスローガンに、第 23 回久
米島町町民運動会が 10 月５日に仲里総合グラウンドで開催さ
れました。
　当日は晴天のもと、給水タイムを設けるなど熱中症対策を講
じながら、町民が安全に競技を楽しみました。会場には笑顔と
応援の声があふれ、幅広い世代が一緒になって汗を流しました。
　８チームによる熱戦が繰り広げられ、各チーム大接戦となり、
最後まで見どころ満載な大会となりました。結果は「くめしま」
チームが各種目で好成績を残し、初優勝（市町村合併後）を飾
りました。
　地域の絆を深め、町民の元気があふれる一日となりました。
参加・運営にご協力いただいた皆さま、ありがとうございました。

総合成績 優勝 くめしま 
 ２位 なかさと東
 ３位 なかさと西、清水A

皆様、はいたい！ 7月末より商工観光課で国際交流員（CIR: Coordinator for 
International Relations）として勤務しております、エミリー・バットナーです。
CIR は、観光やイベント、教育など様々な場面で、国際交流の視点から多文化共
生や多言語対応を推進する役割を担っています。今回は私の活動を簡単にご紹
介します。
インバウンド観光の振興：久米島へのインバウンド観光（外国人観光客）を長
期的に促進するため、受け入れ体制の整備に取り組んでいます。たとえば、
８月からは久米島の英語案内に取り組み、兼城港や空港に英語の案内板を設
置したほか、英語インスタグラムも開設しました。また、観光事業者の皆さま
へのヒアリング調査も実施しており、観光の現状や課題を把握し、今後の施策
に活かしていきたいと考えています。ご協力よろしくお願いします。
国際理解教育の推進：島内の子どもたちが異文化に触れる機会を持てるよう、学校訪問も行っています。９月は
町内の小学校 4校を訪問し、出身地であるニューヨークの紹介や、英語の「I like ～」という表現を使って子ども
たちと交流しました。久米島の元気で積極的な子どもたちに出会えたことは、とても嬉しい経験でした。英語で
の交流も大好きなので、町で見かけた際はぜひ英語でも声をかけてくださいね！
多文化共生社会の推進：外国人住民が安心して暮らせる環境づくりにも取り組んでいます。
特に災害時において多言語で情報発信できるよう、現在は対応状況の調査を進めています。
また、今後は島民の皆さまと一緒に文化教室や交流イベントも開催したいと考えています。
その際は『広報くめじま』などでご案内しますので、ぜひご参加ください！
　ご興味のある方は、インスタグラムも是非ご覧ください　visit.kumejima

世界と久米島をつなぐ エミリーのCIR日記世界と久米島をつなぐ エミリーのCIR日記

青空の下、町民がひとつに！青空の下、町民がひとつに！
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